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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 岩村藩鉄砲鍛冶加納家 いわむらはんてっぽうかじかのうけ】

　岩村藩鉄砲鍛冶加納家初代包
かねふさ

房は、土岐郡萩原村（現瑞
浪市）の出身で、1814（文化11）年に岩村藩主松平乗

のりやす

保に
三
さんごく

石二
に

人
にん

扶
ぶ ち

持で召し抱えられ、1831（天保 2）年12月ごろ
現在の加納家の地に移り住んだ。
　跡継ぎの清房は、1822（文政 5）年、二石二人扶持で足
軽として雇い入れられ、1830（文政13）年から約 2 年間、

鉄砲鍛冶を行っていた加納家

和泉国堺に大
おおづつ

筒鉄砲製造修行に出たが、1836（天保 7）年に
病死。包房の次男兼次が跡を継ぎ、加納冨

と み え も ん

右衛門と名乗った。
父の死の約10カ月後、堺に鉄砲製造修行に出掛けている。
　加納家は古文書などにより、岩村藩に召し抱えられる以前
の 1812（文化9）年から 1872（明治 5）年までは鉄砲修繕
も含め、鉄砲鍛冶に関わる生業であったと推察される。鉄砲
以外にも、槍

やり

や鳶
とびぐち

口などを製造した記録も残っている。

　建物は、当初は板
いたぶき

葺石
いしおき

置屋
や ね

根。２階の傾斜窓・塗
ぬりごめ

籠は後世の改造だが、目を引く意匠と
なっており、母屋と裏の土蔵が市の文化財（建造物）に指定されている。平成24年度か
ら保存修理工事を実施。平成26年 4月から一般公開を予定している。

下
した

ヶ
が

淵
ふち

の紅葉の美しさと巨大な
石。川の中央にどっしりとした
ゴリラの頭部。何億年前から今
の川にいるのか。この巨石を明
智町の新名所としたらいかが。 

億年前のゴリラ石
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用紙を持参するか郵送、電子メールで企画課広報広聴係へ提出する。
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□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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